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“Silent Horrors”  
はSilentを暴けるのか？
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テストコードのバグ分類
• 2つに分類することができる[1] 

Silent Horrors : 

テストコードに誤りがあるとプロダクトコードの誤り
が見つからないことがある 

False Alarms : 

プロダクトコードに誤りがないがテストが失敗するこ
とがある
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[1]An Empirical Study of Bugs in Test CodeArash Vahabzadeh     Amin Milani Fard       Ali MesbahThe 31st International Conference on Software Maintenance and Evolution(ICSME2015) University of British Columbia Vancouver, BC, Canada 

 



Silent Horrorsの抽出
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バグ報告されていないものでもテストコードとプロダクトコー
ドに現在でも気づかれていないバグ(Silent Horrors)が混入し
ている可能性は高い

バグ報告されておらず 
テストコードと 

プロダクトコードに 
バグが混入している 
可能性のある領域

TravisCIでテスト
の 

実行結果と紐づいて
いる 

コミット 
を発見する



DONE
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JUnitの学習
• テストケースの作成方法と, それに基づいてテストコード
を作成する方法を学習した 

カバレッジやエラー箇所も確認できた 

• バグが混入したものを発見し, 修正する方法も学習した 

Eclipseのデバッグ機能も用いて修正を行うことができ
た
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TravisCIとの連携

• JUnitのテストをTravisCIで行う方法がわかった 

ビルドツール：Ant（とりあえず） 

• Antは古いので今後はMavenやGradleなどのビルドツー
ルに変更したい
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※YouTubeにTravisCIを日本語で説明した動画を発見しました 
（音質は悪いが結構わかりやすい） 

https://www.youtube.com/watch?v=85Z4ctZTYaU&t=424s

なぜMSの 
傘下になったんだ…

https://www.youtube.com/watch?v=85Z4ctZTYaU&t=424s


Silent Horrorsの予測指標
• REOPENED(再修正)として登録されたものは, もともとSilent Horrors
ということになるのではないか 

このケースは( ( A ∪ B ) - C )から発見されたものであるが, このよ
うな例を分析すればSilent Horrorsをコード全体の中に一般化して
予測する指標になるのでは？ 

「An Empirical Study of Bugs in Test Code」では( ( A ∪ B ) - 
C )という具体解のみから発見したから全体の3%しか見つからなかっ
たが, これを一般解にすればより多くの解を得られる可能性はある 

ただし, バグIDに紐づけられているものから発見されたSilent 
Horrorsが一般的であるかは定かでない(あくまで予想)
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TODO
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今後の予定
• Silent Horrorsにはどんなものがあるのかを調査 

「An Empirical Study of Bugs in Test Code」の分析結果から, 
アサーションfail()が欠落しているケースが存在することが分かった 

今日の野口君の発表から, クローンペアの片方がテストされていな
いケースが存在することがわかった 

今日の岡坂君の発表から, 機能性・保守性に問題があるケースが存
在することがわかった 

• DerbyのREOPENEDに類するものにタグづけられたものを探し分析
する
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REOPENEDの例
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https://issues.apache.org/jira/browse/DERBY-3852

try {}catch{}やfail()のような記述で 
ミスが起こりやすい…?



疑問点・不安等

• Derbyのテストをどのように行なっていくのか？ 

Derbyのソースコードを読み込んで一つ一つテストすべ
きなのか？
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